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「多発性骨髄腫」  
新規治療による劇的な予後の改善 

血液内科医長 青 木  健 一  

多発性骨髄腫(PXOWLSOH�P\HORPD��00�は、形質細

胞が腫瘍性に増殖し、その産物である単クローン性免

疫グロブリン（0蛋白）が血清・尿中に増加する疾患

です。わが国では人口��万人あたり年間約�人の発症

率で年々増加傾向にあります。診断時の年齢中央値は

��歳です。 

最も多い自覚症状は骨病変による疼痛で��％以上に

認められます。高カルシウム血症による多飲、多尿、

口渇、便秘、食思不振、悪心、意識障害も��％の症例

にみられます。 

約��-��％で腎障害、約��-���で貧血症状がみら

れます。白血球減少や正常免疫グロブリン低下による

易感染性も約��％の症例で見られます。 

高ガンマグロブリン血症が原因である過粘調症候群

による精神・神経症状（頭痛、めまい、痙攣、意識障

害）や眼底出血による視力障害がみられることもあり

ます。 

 

正球性貧血・高カルシウム血症・腎障害のほかに、0

蛋白により血清総蛋白は高値を示します（血清蛋白と

アルブミン値の解離）。ただし、%HQFH�-RQHV型では

血清蛋白・アルブミン値ともに低値をとるので、注意

が必要です。 

 

 

&5$%と称される臓器障害、すなわち高カルシウム血

症、腎不全、貧血、骨病変のうち�つ以上を有する症候

性多発性骨髄腫が全身化学療法の対象となります。 

多発性骨髄腫の治療には、長らくアルキル化薬とス

テロイドが用いられ、特に03療法（メルファラン＋プ

レドニン）が主流でした。����年代に自家末梢血幹細

胞移植、����年代に新規薬剤が導入されました。新規

薬剤（表�）の柱はプロテアソーム阻害薬、免疫調整

薬、抗体薬の�つです。これらの併用や、従来の抗腫瘍

 図�：多発性骨髄腫の症状ٻ
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薬であるアルキル化薬などと併用することもあります。

��歳未満で臓器機能の保たれている症例では、自家末

梢血幹細胞移植を併用した大量化学療法を行います。 

 

多発性骨髄腫は、従来は

極めて予後不良な疾患でし

た。����年代は03療法主

流で、生存期間中央値は約

�年でしたが、����年代に

導入された自家末梢血幹細

胞移植と免疫調整薬サリド

マイドの導入により、明ら

かな生存期間の延長がみら

れました。さらにプロテア

ソーム阻害薬のボルテゾミ

ブ、第二世代の免疫調整薬

レナリドミドにより生存期

間中央値は約�年と著明に

改善しました（図�、�）。 

現在、次世代の免疫調整

薬（ポマリドミド）やプロテアソーム阻害薬（イキサゾ

ミブ・カルフィルゾミブ）、抗体薬（ダラツムマブ・イ

サツキシマブ・エロツズマブ）が導入され、さらに予後

が改善しています。腫瘍抗原を標的とした&$5-7細胞

（FKLPHULF�DQWLJHQ�UHFHSWRU�7�FHOO）療法や%L7(��

�ELVSHFLrF�7-FHOO�HQJDJHU�抗体などの免疫療法などの

開発も盛んにおこなわれています。 

 

自家末梢血幹細胞移植は一般に��歳以下の症例で行

われますが、当科では��歳超の症例も適応としていま

す。新規薬剤による治療も積極的に行っています。 

多発性骨髄腫では、病的骨折や脊髄圧迫症状などの骨

病変、高カルシウム血症、腎不全など緊急な治療を要す

る症例もあり、正球性貧血・0蛋白血症・病的骨折・高

カルシウム血症など多発性骨髄腫が疑われる患者さんが

いらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。  

  一般名 商品名 国内承認 

プロテアーゾム阻害薬 ボルテゾミブ ベルケイド ����೧ 

 カルフィルゾミブ カイプロリス ����೧ 

  イキサゾミブ ニンラーロ ����೧ 

免疫調整薬 サリドマイド サレド ����೧ 

 レナリドミド レブラミド ����೧ 

  ポマリドミド ポマリスト ����೧ 

+'$& パノビノスタット ファリーダック ����೧ 

抗体薬 ダラツムマブ ダラザレックス、ダラキューロ ����೧ɼ����೧ 

 イサツキシマブ サークリサ ����೧ 

 エロツズマブ エムプリシティ ����೧ 

  表� 多発性骨髄腫に対する新規薬剤ٻ

���図�：米国において��年間ٻ��
-�����に新規診断された多発性骨
髄腫����例の解析 

 図�：日本の全生存年次推移ٻ
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図�：%ORRG��������������-�����新規薬剤 
図�：%ORRG�&DQFHU��������H��� 


